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外来棟地下 MRIが新しくなりました

外来棟地下に設置しているMRIが、令和５年の１１月に新しい装置になりました！
MRIは磁石の力を使って、体の中がどうなっているか画像で見ることができる装置です。脳ドックや腰
痛などの検査で活躍しています。
被ばくもなく様々なことが分かる装置ですが、検査中は工事のような音がするトンネルに入りじっとし
ていただかなければなりません。しかし、新装置では少しでも楽に検査が受けていただけるようになっ
ていますので、ご紹介します！

検査中、大きな検査音から守るように耳を塞ぐ
ヘッドフォンからは癒やしの音楽が流れます。
（苦手な方には耳栓をお渡しできます）

狭いところが苦手な方には、開放感を得ら
れる映像を鑑賞していただきながら検査
を受けることも出来ます。

以前の装置ではトンネルが狭く、圧迫感を与
えてしまっていたのですが、新装置でトンネ
ルが広く開放的になりました。



〈所在地〉 鳥取市扇町176番地 〈ＴＥＬ〉 0857-21-8825
【バスでお越しの方】鳥取ﾊﾞｽﾀｰﾐﾅﾙより徒歩3分、くる梨 緑ｺｰｽ 年金事務所前すぐ
【電車でお越しの方】鳥取駅より徒歩2分 ※敷地内に５０台分の駐車場
〈理事長〉 三宅茂樹 先生
〈診察科目〉 泌尿器科・腎臓内科・人工透析・内科・リハビリテーション科

（南中校区）

吉野・三宅ステーションクリニックは『自分の家族に接するように
患者様に接する、安心・信頼を体験できるクリニック』をモットーと
して、患者様の視点で身近に感じられるクリニックであるとともに、
高い質と最新設備で安心・安全の医療を提供しています。

〈休診日〉 日曜、祝日 ◎土曜日：９：００～１５：００

診療時間（外来） 月 火 水 木 金 土

９：００～１３：００ ○ ○ ○ ○ ○ ◎

１５：００～１８：００ ○ ○ ○ ○ ○ ―

令和６年能登半島地震にかかる当院の対応について

令和６年１月１日に発災しました「令和６年能登半島地震」に救護班２班、日赤災害医療コーディネート
チーム１チーム、DMATロジスティックチーム隊員１名、病院支援看護師１名を石川県に派遣しました。
それぞれ珠洲市、輪島市、七尾市、志賀町、金沢市へ派遣し、２月以降も救護班、日赤災害医療コーディ
ネートチーム、DMATロジスティックチームの派遣を予定しています。
発災から１か月になり、医療機関も機能が戻りつつありますが、スタッフの方も被災者であり、十分な
休息が取れていない状況です。 避難所でも避難の長期化や厳しい寒さの影響で感染症が流行してい
る所もあり、今後も支援の手は必要です。

また、今後は医療だけでなく、こころのケアや赤十字奉仕団など日本赤十字社の持つ資源を現地へ届
ける必要があります。
当院としても、日本赤十字社の一員として出来る限りの被災地へ支援の手を差し伸べていきたいと考
えています。

第１透析室（54床） 受付・待合室

※院内 Free Wi-Fi対応

○人工透析 月、水、金 9:30～、12:30～、17:00～
〈休診日〉 日曜のみ 火、木、土 8:30～、12:30～
※希望される透析患者様には無料送迎を行っています。


